
埼玉県男女共同参画推進センター
With You さいたま

男女共同参画社会の実現に向けて！

「埼玉県男女共同参画基本計画」

埼玉県では、平成12年3月に全国に先駆け、「埼玉県男女共同参画推進条例」を制定
しました。同条例第12条に基づき、県としての男女共同参画の推進に係る基本的な考え
方と施策の方向を示した基本計画を策定し、さまざまな取組を進めています。

【計画期間】平成29年度～33年度の５年間

男
女
共
同
参
画
の
推
進

男女共同参画社会の実現
－ 男女が共に個性と能力を発揮でき、人権が尊重された埼玉 －

目 標

条
例
の
基
本
理
念

1 男女の人権の尊重
2 社会における制度や慣行についての配慮
3 政策や方針の立案及び決定への共同参画
4 家庭生活における活動と社会生活における活動の両立
5 生涯にわたる性と生殖に関する健康と権利の尊重
6 国際的協力

計
画
の
基
本
目
標

Ⅰ  あらゆる分野の意思決定に男女が共に参画する
Ⅱ 経済社会における女性の活躍が更に広がる
Ⅲ 家庭や地域で男女が共にいきいきと参画する
Ⅳ  災害に強い地域を男女が共につくりあげる
Ⅴ  男女の固定的な性別役割分担や偏見をなくす
Ⅵ  男女共同参画の意識をはぐくむ
Ⅶ 女性に対するあらゆる暴力を根絶する
Ⅷ 男女の異なる健康上の問題を踏まえ、生涯にわたる健康づくりを支援する

1 あらゆる分野で男女の人権を尊重する
2 男女が社会の対等な構成員として、共に個性と能力を十分に

発揮できる、多様性に富んだ活力のある社会をつくる
3 男女が共に家庭・仕事・地域において調和のとれた生活を築く
4 国際社会の取組の動向を踏まえ男女共同参画を推進する

計画を推進するための基本的な視点

基本計画は、
埼玉県のホーム
ページからダウ
ンロードできる
ほか、県政情報
センターで販売
しています。
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埼玉県男女共同参画推進センター
With Youさいたま

各分野における女性が占める割合

男女共同参画審議会は、
すべての人が、暮らしや
すい社会をつくるため、
重要な事項を調査、審議

したりしています。

自治会長に占める女性の割

合はわずか4.5％です。
防災分野など、地域の基盤
となる自治会での女性役員

の登用が急がれます。

まだまだ足りない女性の参画

●審議会などの委員に占める女性の割合

埼玉県マスコット「コバトン＆さいたまっち」

10.8％

（全国9.8％）
20.1％

（全国14.5％）

16.9％
（全国9.5％）

4.5％
（全国5.2％）

38.1％
（全国36.4％）

27.8％
（全国27.6％）

市区町村の審議会等の委員

資料：内閣府「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況」（調査時点：平成28年4月1日現在）

（100％）（0％）

県の審議会等の委員自治会長

現状値 目標値（平成27年度末） （平成33年度末）

●委員に占める女性の比率が40～60％の審議会などの割合

現状値 目標値（平成27年度末） （平成33年度末）

推
進
指
標

埼玉県の現状
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埼玉県の現状

年代別女性の就業率

資料：総務省「平成27年国勢調査」（基本集計）

埼玉県の女性就業率を年代別にみると、出産
子育て期にあたる年代にいったん低下し、育
児が落ち着いた時期に再び上昇する、いわゆ
るＭ字カーブを描いています。Ｍ字の底は、
全国と比較しても、低い状況にあります。

埼玉県男女共同参画推進センター
With You さいたま

子育て期に低下する女性の就業

（％）

30代女性の就業率（66.7％）は
全国43位と低い
（全国平均は70.2％）

●女性（30～39歳）の就業率

現状値 目標値（平成22年） （平成32年）

推
進
指
標
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妻の就業状態別 夫と妻の仕事時間と家事関連時間

出典：総務省「平成23年社会生活基本調査」

夫の家事関連時間は、妻の有業無業に関わら
ず週平均40分程にとどまっています。
男性は、共働きであるか否かで生活実態はほ
ぼ変わらないものの、女性は、共働きの場合
は仕事をしながら家事も育児も担っています。

家事労働は女性が担うもの？

（総平均時間（分）/週全体）

（分）

※「家事関連時間」は「家事」「介護・看護」「育児」及び「買い物」の合計時間

●固定的な性別役割分担に同感しない人（全体）の割合

現状値 目標値（平成27年度） （平成33年度）

推
進
指
標

資料：総務省「平成23年社会生活基本調査」

埼玉県の現状
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配偶者等からの暴力被害経験

配偶者などからの暴力被害経験

被害経験のある女性のうち
5人に1人（20.3％）が命
の危険を感じたことがある
と答えています。

出典：平成27年度男女共同参画に関する意識・実態調査（埼玉県）

ＤＶ被害によって命の危険を感じた経験

（1,183人）

（699人）

（480人）

（266人）

（197人）

5人に１人が、配偶者などから
の何らかの暴力の被害経験が
あります。
女性は10人に3人（28.2％）

（％）

（％）

●配偶者暴力相談支援センター設置市町村数

現状値 目標値（平成27年度末） （平成33年度末）

【配偶者暴力相談支援センター】
配偶者からの暴力防止及び被害者の保護等に関する法律により、都道府県に義務（市町
村は努力義務）づけられているＤＶ被害者救済のための拠点施設。

推
進
指
標

（ 69人）

埼玉県の現状
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埼玉県男女共同参画推進センター
With You さいたま

ひとりで悩まず相談してください

◆埼玉県男女共同参画推進センター（With You さいたま）
TEL ０４８－６００－３８００
月～土曜日 10:00～20:30（※12/29～1/3・祝日・第3木曜日を除く）

DVの相談をした女性は約3割

相談するほ
どのことで
はないと
思った

45.9％

相手から受けた行為について女性の55.4％は、「相談できな
かった・相談しようとは思わなかった」と回答しています。

相談しても
無駄だと
思った

32.1％

自分にも悪い
ところがある
と思った

21.1％

恥ずかしくて
誰にも言えな

かった

26.6％他人を
巻き込みたく
ないから

14.7％

世間体が
悪いから

11.9％

自分さえ我慢
すればこのま
まやっていけ
る思った

22.0％

誰（どこ）に
相談していい
かわからな
かった

7.3％
出典：平成27年度男女共同参画に関する意識・実態調査（埼玉県）

埼玉県の現状
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埼玉県男女共同参画推進センター
With You さいたま

家庭、職場、学校、
地域社会などあらゆ
る分野に、ひとりひ
とりが積極的に参画
していきましょう。

事業活動を行うにあ
たっては、男女が共
同して参画できる体
制づくりに積極的に
取り組みましょう。

男女共同参画の実現に向けて

連携して取り組みます

県と連携して、男女
共同参画社会づくり
に向けた施策を総合
的、計画的にすすめ
ていきます。

「参加」は、いろいろな場に出席することです。それに
対し「参画」は、組織やグループの決定に影響を与え、
責任を持つという積極的な意味があります。

「参加」と「参画」何が違うの？

「男だから・女だから」
といった固定的な性別役
割分担意識は、自分だけ
でなく他の人も制限して
しまいます。 男女の人権を

身近な問題と
考えることが
大切です！

男女共同参画の推進
を主要な政策として
位置付け、条例の基
本理念に基づき、総
合的に施策を策定し
実施します。
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大切なのはチームワーク！

家庭では

性別によって能力や役割を決めつけず、ひとりひとり
が家族の一員として、自立して家事、育児、介護など
を協力して行いましょう。多様な家族のありかたを尊
重していきましょう。

「家族」っていろいろな形があるよ。
大切なのは、それぞれが

対等で互いに尊重できるパートナーってこと。
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埼玉県男女共同参画推進センター
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大切なのはチームワーク！

職場では

政策や方針決定過程へ女性の参画をすすめましょう。
性別にかかわりなく、自らの能力を発揮し多様な人が
活躍することで、活力ある経済活動を実現させましょう。

来週から育児休業です。
男性社員も利用しやすい
育児休業制度が整えられ
ています。

「女性が働きやすい環境は、
男性も働きやすい」ライフイ
ベントに対応した柔軟な働き
方を取り入れています。

9

女性管理職の登用・正
規雇用への転換などを
進めています。

voice

voice

voice
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大切なのはチームワーク！

地域では

年代や性別にかかわらず、様々な地域活動へ参画しま
しょう。ひとりひとりが地域に関心を持ち、互いに協
力しながら安心・安全な地域づくりをめざしましょう。

10

安心・安全な地域をつくるため、男女が協力して自治会を運営をすすめましょう。

地域の課題

自治会だけでな
く周囲の団体
とも協力！

地域＝多様な人に配慮

子ども

女 性

男 性

ＬＧＢＴ

外国人

高齢者

障害が
ある人



埼玉県男女共同参画推進センター
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「あなたらしさ」を発揮して

自分らしく！

「男性だから」「女性だから」といった

固定的な男女の役割にとらわれず

すべての人が対等に「自分らしく」生きるために

家庭や職場、地域など

社会のあらゆる場面で

男女共同参画をすすめましょう！
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